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園長便り

『本物の豊かさとは…何か？』

［知識の豊富さより喜びの体験を…］

［子どもに感じたことをつぶやこう］

大好きなお父さんやお母さんと同じ景色を見ながら
周囲の変化に気付く こそ重要！



［ぱちぱちルーム］開級式…4月15日（水）

4月15日（水）、未就園児教室「ぱちぱちルーム」の活動がスタートしました。

担当の先生は高山朋世（たかやま ともよ）先生と蛯名 円（えびな まどか）先生
です。「ぱちぱちルームはどんなところなんだろう？」「どんな先生がいるのか
な？」「どんなことするんだろう？」と緊張と不安が入りまじった登園風景でし
た。ホールではカバンやジャンパーを掛ける場所をお母さんと見つけ、トイレは
どんなところだろう？と探検をして、微笑みも見られ少しだけ緊張がほぐれたよ
うです。

開級式が始まると、先生と一緒に「アンパンマンの手遊び」をし、朝の唄もニ
コニコ(*^^*)と先生の真似をしながら歌い、朝のご挨拶もとっても上手にできま
した。更に先生達の「バナナの親子」のペープサートが始まると、真剣に目を輝
かせて、一緒に手をたたいて笑顔で出し物を見ていました。

おやつの時間になると『やったぁ～！』と両手を上げて大喜び！！りんごジュ
ースとハッピーターン2つともペロッと食べました。おやつの後はすっかり心も
体も解れ、幼稚園にとけ込んで、お母さんから離れ「アンパンマン体操」を踊っ
て見せてくれる子も現れました。「来週もまた来てね」と先生と“ハイタッチ”
をして満面の笑顔で親子共々幼稚園を跡に降園していきました。

ぱちぱちルームは、年間30回子ども達も保護者の皆さんにも、喜んで楽しん
でもえらる活動内容にしていきたいと思っています。そして、30回の活動を終
えたら幼稚園へスムーズに入園できるように、年間活動計画を充実し『人生のス
タートにこそ“良質の教育と保育”を・・・』を目指していきます。皆様のご支
援・ご協力をお願い致します。

申し遅れましたが、4月1日より本園に勤務しております、園長の今野隆雄
（こんの たかお）です。以前、5年間園長としてお世話になり、縁あって今
回又再来の機会を頂き、大変有難く感謝申し上げます。
本園は言うまでもなく、2015年（平成27年）に国の政策としての「子ども

子育て支援制度改革」の先頭に立ち、認定こども園に運営移管し、更に音更
町の保育園・保育所の運営移管委託を行い、名実共に十勝・帯広の「幼児教
育」の先駆者・パイオニアとしての役割・使命・責任を果たしてきました。
その学園に籍を置く責任の重さと、一人一人の子ども達と向き合って、子

ども達と共に将来を築き上げていく喜びを感じているとこころです。どうが
、父母の皆様、保護者の皆様の絶大なるご支援とご協力を宜しくお願い申し
上げます。

4月14日（火）、小1準備コース「まなびば」体験会を行い、今年度の体験会には
22名の年長さんが参加してくれました。

幼稚園には通いなれているはずの年長さんも、いつもと少し違う様子にちょっと
だけ戸惑う姿もありましたが、いざ始まると格好良く椅子に座って授業を受けてい
ました。さすが年長さんです!(^^)!

「まなびば」は年間36回の授業で“ことば・かず・くふう”3つを柱に、スムー
ズに小学校の学びへとつなげていきます。考える楽しさを知り、期待と自信をもっ
て小学校へ進んでいけるよう取り組んでいきますので、宜しくお願い致します。

＝自己紹介＝

［まなびば］体験会…4月14日（火）


